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ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ の 寄 生 頻 度 と

夏 機 の 葉 成 分 と の 関 係 つ い て*

野 原 啓 吾 ・田 坂 利 人

On the relation between the chemical components of the 

leaves of Citrus natsudaidai Hayata and the population 

       density of  Unaspis yanonensis Kuwana 

         Keigo Nohara and Toshio Tasaka

緒 論

ヤ ノネカイガ ラムシUnaspisyanonensisKuwana

の生態 や防除 に関 しての研究は,多 々行 なわれてい る

が,ヤ ノネカイガラムシの栄養 供給 源である葉の成分

など,樹 体生理 とヤ ノネカイガラムシの寄生 との関係

について の研究 は,ま だ見 られ ないようであ る.し か

し,園 の違い によつて も,同 じ園内の個 々の樹におい

て も,さ らに1本 の樹幹内において も,ヤ ノネ カイガ

ラムシの被害 の表われかたに程度 の差が見 られ る,こ

れは単に ヤ ノネカイガラムシ の 生活環境の 違 い以外

に,ヤ ノネ カイガラムシの栄養源 となる樹 自体の生理

作用的な樹体 内成分 の状態によつて も,ヤ ノネカイガ

ラムシの棲息密度が左右 され ることを示唆 している.

そ こで葉 内の含有成分の差 がヤ ノネカイガラムシの棲

息密度に関係 を もつか どうかを知 るために葉分析 を行

ない,若 干の知見 を得たので ここに報告す る.

本研究を行 なうに当 り,常 々懇篤な御指導と御助言

を戴 き,本 稿 の校閲を して下 さつ た九州大学安松京三

先生に対 し,深 謝の意を表す るとともに,本 研究 に際

し,色 々有意 義な御意見 と御援助 を戴いた萩 市柑橘 試

験場松永昌司技 師をは じめ,材 料の採集に御協力下 さ

つた長岡政次,長 岡洋児の両氏 に対 して も深謝す る.

調 査 園

調査園と して は,萩 市を形成す る三角州の西向きの

一辺に当る一連 の山の麓に散在 し,同 一系統の夏橙 樹

を栽培 している3つ の園を選んだ.こ れ らの園ではヤ

ノネカイガ ラムシの被害は何れ も激 甚で,し か も,被
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害程度 もまた同様で あつた.さ らに,そ れ らの園は,

年4回 施肥 および薬剤撒布 を行 なうNo.1の 園,全 く

無肥料,薬 剤無撒布のNo.2の 園,お よび慣例通 り年

4回 施肥を行 なうが,薬 剤は年1回 位 しか撒布 しない

No.3の 園に分れてい る.

方 法 お よ び 材 料

材料 としての 葉の 採取時期は,春 芽 が 出揃 つた5

月,そ の春 芽が成長 しきつた7月 およびそれ らが固定

した9月 の3回 にわたつて行 なつた。葉の採取方法 と

しては,ヤ ノネカイガ ラムシによる被害の著 しい樹 と

被害の 目立 たない樹を選び,樹 冠部 と赤道部に分 け,

その各 部位 につ いて,充 実 した春芽 の先端か ら2葉 を

残 した次の2葉 を採葉 した.な お,1樹 宛100枚 の材

料を3樹 か らそれぞれ採 葉 し,直 ちに水洗 した後,清

浄な布で拭 きとり,こ れ らを細断 して乾燥保存 した.

分析に際 して は,さ らに90℃ で5時 間乾燥 して後,

絶乾物と してあ らか じめ計量 し,550℃ 以下 の温度で

灰化,常 法 によ り珪酸を除去 して供試材料 と した.

なお,各 成分の分析には下 記の方法を使用 した.

1.全 窒素量:SemiKjeldahl法 による.

2.燐 酸 量:Hydroquinoneに よりMolybdenum

blueと して650mPに て比色定量.

3.加 里 量:Hexy1-Kと して定量.

4.カ ルシウム,マ グネシウム:Chelate滴 定 法

(N.N.お よびB.T.を 指示薬 と し

て使用).

5.マ ンガン:K104に て 酸化 し,Mno'4を530mp

にて比色定量.

樹 内におけるヤノネカイガラムシの棲息密度の変化

ヤ ノネカイガラムシの被害 は一見 して判別で きるよ

うに,先 ず樹冠部の枯死 が口立つ.す なわち,そ の部



位 にお けるヤ ノネカイガラムシの棲息密度 が高 く,赤

道 部は被害 が目立たない のが普通 であ る.そ こで,ヤ

ノネカイガ ラムシの棲息密度 を調 査す るに当 り,第1

化期の発生幼虫か ら出発 し,爾 後継続 調査を行 なつて

見 ると,5月 下旬 の1化 期幼虫 の発生初期には,樹 冠

部と赤道部 との棲息数には僅か な差が存在する程度で

あるが,爾 後幼虫の発生数が増 し,6月 上旬 の幼虫発

生最盛期には,両 部位における棲息密度にはほとん ど

差 が見 られな くなる,こ の傾向は,幼 虫発生数 の多い

2化 期迄は,1令 虫数が多 く,2～3令 虫数 が少 ない

為,両 部位の棲息数 には大差 を生 じない.し か し,3

化期 にな ると幼虫 の発生数が極 めて少な くなるため,

次第 に樹冠部と赤道部 との間には棲息数の差が顕著 と

な り,越 冬期の成虫のみの時期になれば,樹 冠部 は赤

道部 の2～3倍 ものヤ ノネカイガラムシの棲 息数 を示

す ようになる.

この ような現象 は,ヤ ノネカイガラムシが生育 途 中

で,赤 道部では死 亡率が高 く,樹 冠部では死 亡率 が低

いことを物語 る ものと思われる.な お,低 部では死 亡

率が更 に低い ことは報告 した通 りであるが,5月 の幼

虫発生期における発生幼虫数が少 な く,実験開始 当時,

他 の2つ の部位 の棲息数 と比較困難 な状況にあつたの

で,低 部の葉について は実験を行 なわない ことに した.

葉成分 とヤノネ カイガラムシの棲息密度 との関係

ヤノネカイガ ラムシの栄養源 と して は,一 応可溶性

の物質や単糖 類などの比較的単純 な物質でヤ ノネカイ

ガ ラムシに吸収 可能 な形態の ものであ ることが必 要と

考え られ る.そ こで,栄 養源と して推測 さ れ る も の

は,炭水化物,ア ミノ酸類であ るが,そ の中でただ可溶

性蛋 白のみはその性質上ヤ ノネカイガラムシに吸収可

能 と見 ることができ,ア ミノ酸類 と共に栄養源となる

ものであろう,し か し,河 野の報告 によれば,ヤ ノネ

カイガラムシの所有す る蛋白質 分解 酵素 は非常に弱い

ということか ら,ア ミノ酸類がよ り多 く存在す ること

がヤ ノネカイガ ラムシには好条件ではないか と推 定さ

れる.

柑 橘類 に含有 され るア ミノ酸類について は福 田氏 ら

によると,10鍾 類あ ることが確認 されて いるが,こ れ

らのア ミノ酸や蛋白は窒素や加里の供給お よび吸収に

よつて影響 され ることが多いので葉内含有成分につい

て3回 にわた り調 査したが,5月 は新芽が出揃つたば

か りで葉成分にば らつ きが多 く,一 定 の傾 向が認め ら

れないが,7月,9月 で は葉が固定 し,安 定 した時期

であ るので一定の傾向が見 られた.

イ)全 窒素量

Table 1. Total N-contents of citrus leaves. 
           (Gram percent)

ヤ ノネカイガ ラムシの被害の有無にかかわ らず,樹

冠 部の方が赤道部よ り 多量の 全窒素の 含有が 認め ら

れ,更 に被害が甚 しい樹 の方が少ない樹 よ りも全窒素

量は多 くなつている傾 向が見 られる.こ とに被害の少

ない樹の樹冠部の含窒素量は,被 害 がはなはだ しかつ

た樹 の赤道部分の 含窒素量に も およばない 結果を示

し,ヤ ノネカイガ ラムシの生育には窒素の含量,す な

わち,ア ミノ態窒 素含量が多い ことが望 ま しい と推測

され る.

口)燐 酸 量

燐酸の含有 眠も窒 素の場合 と全 く同様 の 傾 向 を 示

し,窒 素 と正比例 して燐酸 も増減 し,同 様 な影響をヤ

ノネカイガラムシに 与えてい ることが推察で きる.

Table 2. P-contents of citrus leaves. 
       (Milligram percent)

ハ)加 里 量

加里 の含 有量は,前2者 とは全 く逆 の傾 向を示 し,

ヤ ノネカイガラムシの棲息密度 もまた,加里 の多い所

では低 く,少 ない所では高 くなつてい る.す なわち,

加里 の多い赤道 部ではヤノネカイガ ラムシの被害は少なく

,さ らに被害の少なかつ た樹では加里 の量が多 く

なつていて,ヤ ノネカイガ ラムシの生育には好ま しく

ない条件 を提供 してい ると考 えることができる.し か

し,こ のことは加里その ものが害で あ るというのでは

な く,加里の不足 は蛋 白質の合成,分 解,移 転 などの代

謝関係に障 害を生 じ,還 元糖,非 蛋白質窒素化合物が



Fig. 1. Seasonal trend of the population density of the adult Uuaspis 
  yanonensis Kuwana on the upper (white) and middle parts (black) 
   of citrus trees.

Table 3. K-contents of citrus leaves. 
         (Gram percent)

Table 4. Ca-contents of citrus leaves. 
         (Gram percent)

過剰 に集積 して くるとい う村山の報告か ら,加里 と窒

素は措抗的に作用 し,加 里の多い ことは逆 に窒素C-1..Hlが

減 少 して きて,ヤ ノネカイガ ラムシの生育 に.適しな く

なるものと推測 され る.

二)カ ルシウム,マ グネシ ウム,マ ンガ ン量

カルシウム,マ グネシウム,マ ンガンの三つの成分

は,窒 素や燐酸 と 同様に ヤ ノネカイガ ラムシ に 対 し

ては,好 影響を 写えている ものと見 られ,そ れ らの存

在 が,窒 素の補助的役割を.!斗芝して い る ことが 想像 さ

れ る。

Table 5. Mg-contents of citrus leaves. 
         (Gram percent)



Table 6. Mn-contents of citrus leaves. 
      (Part percent million)

考 察 お よ び 要 約

ヤ ノネカイガラムシが薄暗 く,し か も気温 の高い環

境を好むことや,気 象条件 によつてその発生 や,生育が

左右 され ることは,す でに中尾(1962),野 原(1962)

などの報告 によつて判明 してい るが,そ のような環 境

や気象条件 などと共 に,樹 の生理作用 による葉内含有

成分 もまた,栄 養源 と して,ヤ ノネカイガ ラムシの生

育 に影響をおよぼす 要素の一つになるのではないかと

推 測され る.

ヤ ノネカイガ ラムシの被害の現われ方は,ま ず最初

に,ヤ ノネカイガ ラムシの棲息密度の高い,樹 冠部か

ら枯れ は じめ るが,そ の樹冠部の葉 は,施 肥の如何 に

関係な く,棲 息密度 の少ない赤道 部の葉 より窒素含有

量が多 く,ま た窒素 含有量の 多い樹 は 少 ない樹よ り

も,ヤ ノネカイガ ラムシの被害が駐 しくなつてい る.

この窒素含有量 と同様 に,燐 酸,カ ルシウム}マ グ

ネシウム,マ ンガ ンなどの葉内合有量 も,ヤ ノネカイ

ガラムシの棲息密度の高 い所 に多 くなつてい る.逆 に

加里のみは,ヤ ノネカイガラムシの棲息密度の高い所

よ り,低 い所の方が含有量が多 くなつていて,前 記5

つの成分 と加里 とは,ヤ ノネカイガ ラムシの棲息に拮

抗 的に作用 してい るのではないかと考 えられ る.

次に,低 部や内部の薄暗い環境を,ヤ ノネカイガ ラ

ムシが好む とい うことは,Bonner(1952)が いつて

い る,暗 所では蛋白質が分解 され,可 溶性の窒素,す

なわち,ア ミノ態 窒素が多 くな り,逆 に日当りの良 い

所では,蛋 白質を合成 するとい うことか ら考えてみる

と,日 当 りの良い所 では,ヤ ノネカイガラムシの養分

としては吸収困難な蛋 白質が多 くな り,生 育に不適 当

な条件 になり,薄 暗い所 では,容 易に吸収 出来 る状態

のア ミノ態窒素が多 くなるため と考 える.

このことは 日当 りのよい樹冠部では,ヤ ノネカイガ

ラムシの絶対数は多 いものの,産 卵数 が他部に比 し,

と くに多い にもかか わらずその割 に成虫の棲息 密度 が

低 くな り,生 育過程 での死虫率が高 く,反 対 に薄暗い

所 では,産 卵数が樹冠部よ り少 ない割に,生 育過程の

死虫率が低いので,成 虫化率がよ く,棲 息密度が多 く

なるとい う報告(野 原,1962)の 一 つの原因 と して考

えることが 出来 るのではなか ろうか.

以上の ような現 象か ら見て,園 内や樹体 内の環境を

明る くす るよ う留意す ると共に,肥 料や栽培管理のif+i

において も,窒 素,加 里などの成分 のバ ランスを考 え

ることによつて も,ヤ ノネカイガ ラムシの被害をあ る

程度 防ぎうるのではないか と想像 される.

さらに,夏橙 の各系統の間 では樹体内 の成分含量二に

当然相違があ るであろうことが想像 され るの で,ヤ ノ

ネ カイガラム シに対す る抵抗性が,夏橙 の系統の違い

によつて生 じて来 るのではないか と思われ る.こ の点

については今 後検 討の必 要があ る.
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                                     Summary 

   Citrus leaves were analyzed for nitrogen, phosphorus, potassium, calcium, magnesium and 
manganese contents to find a correlation between the position of leaves and the population density 
of Unaspis yanonensis, one of the most injurious scale insects of citrus in Japan. The experiments 
reveal that the amount of N, P, Ca, Mg and Mn is higher in the leaves on which the population 
density of the scale insect is higher and the amount of K is higher on the leaves on which the 
scale insect is  fewer. The leaves of the crown part of citrus contain larger amount of N, P, Ca, 
Mg and Mn than the leaves found in the middle part of the tree. This fact coincides with the 
severe damage of the crown part of citrus caused be Unaspis yanonensis in the groves and would 
suggest that the leaves of larger amount of K are not suitable for the physiological condition 
of the growth of scale insects.


